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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】情報表示装置に関し、紙資源を節約することが
できるとともに効果的な情報を提供することができる情
報表示装置を提供する。
【解決手段】近距離無線通信装置の通信可能範囲内に近
距離無線通信の機能を持つ携帯端末装置２が入ってくる
と、近距離無線通信装置はこれを検知して携帯端末装置
２との間で通信を行って携帯端末装置２に記憶されてい
る情報を取得し、制御装置は、この取得した情報から、
氏名やニックネーム等の個人を特定する情報を取り出し
、取り出した情報を使って、携帯端末装置２を持った閲
覧者の氏名やニックネームが入った文字を情報表示装置
１に広告コンテンツと同時に表示する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツを記憶するコンテンツ記憶手段と、前記コンテンツ記憶手段に記憶されたコ
ンテンツを再生するコンテンツ再生手段と、前記コンテンツ再生手段によって再生された
コンテンツを表示する表示手段と、近距離無線通信により該近距離無線通信の通信可能範
囲内に在る携帯端末装置を検出して通信を行う近距離無線通信手段とを備え、前記近距離
無線通信手段が前記近距離無線通信により前記携帯端末装置から個人を特定する情報を取
得したとき、該個人を特定する情報を含むように前記コンテンツの内容を変更して表示す
ることを特徴とする情報表示装置。
【請求項２】
　前記近距離無線通信手段が前記近距離無線通信により前記携帯端末装置から個人の趣向
を表す情報を取得したとき、該個人の趣向を表す情報に合致するコンテンツを前記コンテ
ンツ記憶手段から選択して表示することを特徴とする請求項１に記載の情報表示装置。
【請求項３】
　前記近距離無線通信手段が前記近距離無線通信により情報を取得できた前記携帯端末装
置の数をカウントするとともに、前記取得した情報を記憶しておくことを特徴とする請求
項１または請求項２に記載の情報表示装置。
【請求項４】
　前記近距離無線通信手段により、表示中の前記コンテンツに関連する情報を前記携帯端
末装置に送信することを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の情報表示装
置。
【請求項５】
　前記近距離無線通信手段により、表示中の前記コンテンツを前記携帯端末装置に送信す
ることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の情報表示装置。
【請求項６】
　前記近距離無線通信手段により、前記携帯端末装置から取得した個人を特定する情報を
含むように内容を変更した前記コンテンツを前記携帯端末装置に送信することを特徴とす
る請求項１から請求項３のいずれかに記載の情報表示装置。
【請求項７】
　前記近距離無線通信手段により、前記携帯端末装置から取得した個人の趣向を表す情報
に合致するコンテンツを前記コンテンツ記憶手段から選択して前記携帯端末装置に送信す
ることを特徴とする請求項２または請求項３に記載の情報表示装置。
【請求項８】
　前記近距離無線通信手段により、自身が設置されている施設の関連する情報を前記携帯
端末装置に送信することを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の情報表示
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報表示装置に関し、特に、文字や動画等の広告に関するコンテンツの表示
を行う情報表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、紙の掲示により行われていたポスター掲示という広告行為があったが、最近では
、大型の表示装置を用いた広告表示が一部で行われたり、広告塔のような装置を設置して
広告行為が行われたりしている。
【０００３】
　また、表示装置にネットワークを介して表示するコンテンツを送信して、表示内容を変
更可能にしたものが提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
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　また、広告を表示している表示装置から、その広告に関する情報を携帯情報端末に配信
するものも提案されている（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００４－２４０３２７号公報
【特許文献２】特開２００４－１９１７３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、大型の表示装置や広告塔を用いる場合、大掛かりな装置が必要となるた
め、設置場所や表示の仕方に制限があった。
【０００６】
　また、ネットワークを介して表示するコンテンツを送信する場合、ネットワークの構築
やサーバマシンの設置など広告のための設備が大きくなる。
【０００７】
　また、携帯情報端末に広告に関する情報を配信する場合、配信する情報がユーザーにと
って必要な情報であるかが不明であり、受け取るユーザーは必要な情報と不必要な情報を
選択の余地無く受け取ることになってしまう。
【０００８】
　そこで、本発明は、広告用ポスターを電子表示にするとともに閲覧者に有用であると思
われる広告コンテンツを提供することにより、紙資源を節約することができるとともに効
果的な情報を提供することができる情報表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決する発明は、コンテンツを記憶するコンテンツ記憶手段と、前記コンテ
ンツ記憶手段に記憶されたコンテンツを再生するコンテンツ再生手段と、前記コンテンツ
再生手段によって再生されたコンテンツを表示する表示手段と、近距離無線通信により該
近距離無線通信の通信可能範囲内に在る携帯端末装置を検出して通信を行う近距離無線通
信手段とを備え、前記近距離無線通信手段が前記近距離無線通信により前記携帯端末装置
から個人を特定する情報を取得したとき、該個人を特定する情報を含むように前記コンテ
ンツの内容を変更して表示することを特徴とするものである。
【００１０】
　この発明では、近距離無線通信手段の通信可能範囲を通過する携帯端末装置から個人を
特定する情報、例えば携帯端末装置の所有者の氏名やニックネーム、が取得され、氏名や
ニックネームを含んだコンテンツが表示される。したがって、情報表示装置の近傍に居る
携帯端末装置の所有者個人に向けたコンテンツを提供することができる。
【００１１】
　ここで、前記近距離無線通信手段が前記近距離無線通信により前記携帯端末装置から個
人の趣向を表す情報を取得したとき、該個人の趣向を表す情報に合致するコンテンツを前
記コンテンツ記憶手段から選択して表示することとした。
【００１２】
　このようにすれば、情報表示装置の近傍に居る携帯端末装置の所有者個人の趣向に合っ
たコンテンツを提供することができる。
【００１３】
　また、前記近距離無線通信手段が前記近距離無線通信により情報を取得できた前記携帯
端末装置の数をカウントするとともに、前記取得した情報を記憶しておくこととした。
【００１４】
　このようにすれば、広告の効果を計ることができるとともに、コンテンツの選択に役立
てることができる。
【００１５】
　また、前記近距離無線通信手段により、表示中の前記コンテンツに関連する情報を前記
携帯端末装置に送信することとした。
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【００１６】
　このようにすれば、携帯端末装置にコンテンツに関連する情報、例えば住所や連絡先や
メニューなどの情報、を保存させることができ、携帯端末装置の所有者は、時間や場所に
関わらずこの情報を利用することができる。
【００１７】
　また、前記近距離無線通信手段により、表示中の前記コンテンツを前記携帯端末装置に
送信することとした。
【００１８】
　このようにすれば、携帯端末装置にコンテンツを保存させることができ、携帯端末装置
の所有者は、時間や場所に関わらずコンテンツを閲覧することができる。
【００１９】
　また、前記近距離無線通信手段により、前記携帯端末装置から取得した個人を特定する
情報を含むように内容を変更した前記コンテンツを前記携帯端末装置に送信することとし
た。
【００２０】
　このようにすれば、携帯端末装置に所有者個人を特定する情報を含んだコンテンツを保
存させることができ、携帯端末装置の所有者は、時間や場所に関わらずコンテンツを閲覧
することができる。
【００２１】
　また。前記近距離無線通信手段により、前記携帯端末装置から取得した個人の趣向を表
す情報に合致するコンテンツを前記コンテンツ記憶手段から選択して前記携帯端末装置に
送信することとした。
【００２２】
　このようにすれば、携帯端末装置に所有者の趣向に合ったコンテンツを保存させること
ができ、携帯端末装置の所有者は、時間や場所に関わらずコンテンツを閲覧することがで
きる。
【００２３】
　また、前記近距離無線通信手段により、自身が設置されている施設の関連する情報を前
記携帯端末装置に送信することとした。
【００２４】
　このようにすれば、携帯端末装置に情報表示装置が設置されている施設に関連する情報
、例えば緊急時避難路や災害時避難場所などの情報、を保存させることができる。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、近距離無線通信手段の通信可能範囲を通過する携帯端末装置から個人
を特定する情報を取得し、取得した個人を特定する情報を含んだコンテンツを表示してい
るので、情報表示装置の近傍に居る携帯端末装置の所有者個人に向けたコンテンツを提供
することができ、この所有者に強烈にアピールして効果的な情報を提供することができる
。
【００２６】
　また、携帯端末装置から所有者の趣向を表す情報を取得したとき、この趣向を表す情報
に合致したコンテンツを表示するようにすれば、携帯端末装置の所有者に興味を持たせる
ことができ、効果的な情報を提供することができる。
【００２７】
　また、近距離無線通信手段で情報を取得できた携帯端末装置の数をカウントしたり、取
得した情報を記憶したりしておけば、広告の効果を計ることができ、コンテンツの選択に
役立てることができる。
【００２８】
　また、表示中のコンテンツに関連する情報を携帯端末装置に送信するようにすれば、携
帯端末装置の所有者は、時間や場所に関わらずこの情報を利用することができ、効果的な
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情報を提供することができる。
【００２９】
　また、表示中のコンテンツを携帯端末装置に送信するようにすれば、携帯端末装置の所
有者は、時間や場所に関わらずコンテンツを閲覧することができ、効果的な情報を提供す
ることができる。
【００３０】
　また、所有者個人を特定する情報を含んだコンテンツを携帯端末装置に送信するように
すれば、携帯端末装置の所有者は、時間や場所に関わらずコンテンツを閲覧することがで
き、効果的な情報を提供することができる。
【００３１】
　また、個人の趣向を表す情報に合致するコンテンツを携帯端末装置に送信するようにす
れば、携帯端末装置の所有者は、時間や場所に関わらずコンテンツを閲覧することができ
、効果的な情報を提供することができる。
【００３２】
　また、情報表示装置が設置されている施設に関連する情報を携帯端末装置に送信するよ
うにすれば、有益な情報を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、本発明を図面を参照して説明する。
【００３４】
　図１は本発明の第１実施形態の情報表示装置を示す図である。
【００３５】
　図１において、情報表示装置１は、制御装置１０、無線装置１１、アンテナ１２、記憶
装置１３、コンテンツ再生装置１４、表示装置１５、人感装置１６、外部記憶装置１７、
撮像装置１８、近距離無線通信装置１９および近距離無線アンテナ２０を備えており、こ
れら各装置は内部バス２１を介して接続されている。
【００３６】
　制御装置１０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only Memory）
、ＲＡＭ（Random Access Memory）等を備えており、ＲＯＭに格納されたプログラムに基
づいて情報表示装置１全体を制御するようになっている。
【００３７】
　無線装置１１は、アンテナ１２を通して他の情報表示装置１との間で無線通信によりデ
ータの送受信を行うようになっている。
【００３８】
　記憶装置１３は、ハードディスク、半導体メモリ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ等の
記憶媒体から構成されており、各種の広告を行うためのコンテンツやコンテンツの処理手
順を記憶するようになっている。なお、このコンテンツは、文字情報、動画、静止画等の
種々のものから構成されており、それぞれの表示時間も長いものや短いものがある。
【００３９】
　コンテンツ再生装置１４は、記憶装置１３に記憶されたコンテンツを読み出して再生し
て表示装置１５に表示するようになっている。表示装置１５は、液晶ディスプレイやプラ
ズマディスプレイ等の表示手段からなり、コンテンツ再生装置１４によって再生されるコ
ンテンツを表示するようになっている。
【００４０】
　人感装置１６は、例えば、赤外線センサから構成され、図２に示すように、情報表示装
置１の本体１ａの下部の二カ所に設置されている。すなわち、赤外線センサ１６ａ、１６
ｂは、情報表示装置１の表示装置１５の表示面側の近傍のエリアを検出できるように、そ
れぞれの取り付け位置が設定されており、情報表示装置１の近傍を通過する閲覧者を検出
できない死角が少なくなるように設置されている。
【００４１】
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　なお、人感装置１６は、赤外線センサに限らず、光センサ、温度センサ等であってもよ
い。
【００４２】
　また、本実施形態では、情報表示装置１の近傍を通過する人を閲覧者と表現しているが
、閲覧者とは、情報表示装置１によって表示されるコンテンツを見る、見ないに関わらず
、情報表示装置１の近傍を通過する人を指している。
【００４３】
　外部記憶装置１７は、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体からデータを読み出
すドライブ等から構成されており、情報表示装置１に着脱可能になっている。制御装置１
０は、この外部記憶装置１７により、ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－ＲＯＭ等から情報表示装置
１にインストールまたは更新するためのコンテンツや処理手順を記憶装置１３に記憶する
ようになっている。
【００４４】
　撮像装置１８は、カメラから構成されており、この撮像装置１８は、図２に示すように
、情報表示装置１の本体１ａの上部に設けられ、情報表示装置１の前を通過する閲覧者を
撮像するようになっている。
【００４５】
　近距離無線通信装置１９は、近距離無線アンテナ２０を通して、近距離無線通信の通信
可能範囲（情報表示装置１の近傍）に在る同じ近距離無線通信の機能を持つ携帯端末装置
２との間で無線通信によりデータの送受信を行うようになっている。
【００４６】
　このような情報表示装置１は、図３に示すように、あたかもポスターが貼られているよ
うに、一定の間隔で設置され、一般的な閲覧者向けの広告コンテンツの再生を行うように
なっている。
【００４７】
　また、近距離無線通信装置１９の通信可能範囲内に近距離無線通信の機能を持つ携帯端
末装置２が入ってくると、近距離無線通信装置１９はこれを検知して携帯端末装置２との
間で通信を行って携帯端末装置２に記憶されている情報を取得し、制御装置１０は、この
取得した情報に基づいて広告コンテンツを表示するようになっている。
【００４８】
　具体的には、図４に示すように、例えば、カード型の携帯端末装置２には、所有者の氏
名（あるいはニックネーム）、年齢、性別などの個人情報や、所有者の趣向に関連する趣
向情報が記憶されており、これらの情報は、近距離無線通信により近距離無線通信装置１
９から読み出し可能になっている。
【００４９】
　この個人情報は、氏名、年齢、性別などの種別毎にコード情報が割り当てられており、
それぞれのコード情報に対応した情報が関連付けられて記憶されている。また、趣向情報
は、趣向情報を示すコード情報が割り当てられており、このコード情報に、趣向を示す“
車”、“自転車”、“映画”等を表すコード情報が関連付けられて記憶されている。
【００５０】
　また、記憶装置１３に記憶されている広告コンテンツには、当該コンテンツのカテゴリ
を示す年齢、性別、趣向情報などの携帯端末装置２と同じコード情報が関連付けられて記
憶されている。
【００５１】
　このような携帯端末装置２を携帯した閲覧者が、情報表示装置１に近づいてきて、赤外
線センサ１６ａ、１６ｂがこれを検知すると、制御装置１０は、近距離無線通信装置１９
が情報を取得したかを判定する。
【００５２】
　近距離無線通信装置１９は、近距離無線通信装置１９の通信可能範囲内に携帯端末装置
２が入ってくると、携帯端末装置２に記憶されている情報を読み出し、読み出した情報を
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制御装置１０に通知する。
【００５３】
　制御装置１０は、近距離無線通信装置１９から読み出された情報を受けると近距離無線
通信装置１９が情報を取得したと判定し、読み出された情報の中から氏名やニックネーム
等の個人を特定する情報を取り出し、取り出した情報を使って、例えば、図５に示すよう
に「○○さん、あなたのほしがっている物が、今、安いですよ」（○○の部分に取り出し
た情報を入れる）などと、携帯端末装置２を持った閲覧者の氏名やニックネームが入った
文字を広告コンテンツと同時に表示する。
【００５４】
　また、制御装置１０は、読み出された情報の中に個人の趣向情報が入っていると、読み
出された趣向情報と一致する趣向情報が関連付けられている広告コンテンツを検索し、趣
向情報が一致する広告コンテンツが有れば、コンテンツ再生装置１４を制御して表示装置
１５にコンテンツを表示する。
【００５５】
　例えば、図４のような趣向情報が読み出され、趣向情報の“車”と一致する広告コンテ
ンツが記憶装置１３から検索された場合、図６に示すように、「あなたは、車が好きです
ね！　○月○日、新車発表会です！」という表示を行う。
【００５６】
　また、近距離無線通信装置１９が情報を読み取れなかった場合や、記憶装置１３に読み
出された趣向情報と一致する趣向情報を持つ広告コンテンツが無かった場合、一般的な閲
覧者向けの広告コンテンツの再生を設定された順番で行う。
【００５７】
　また、情報表示装置１は、近距離無線通信装置１９により携帯端末装置２から個人情報
や趣向情報が取得できたとき、その数をカウントしデータとして蓄積するようになってい
る。
【００５８】
　例えば、図７のフローチャートに示すように、制御装置１０は、人感装置１６により情
報表示装置１に閲覧者が近づいてきたことを検出すると、近距離無線通信装置１９が携帯
端末装置２から情報を取得したかを判定する。
【００５９】
　携帯端末装置２から情報を取得することができれば、通過人数をカウントするカウンタ
を１加算し、取得した情報から性別の情報を読み出して性別を判定し、男性であれば男性
の人数をカウントするカウンタに１加算し、女性であれば女性の人数をカウントするカウ
ンタに１加算する。
【００６０】
　図８に示すように、情報表示装置１の前を矢印方向に携帯端末装置２を持った人が通過
している場合、一番左の男性はまだ情報表示装置１に近づいていないのでカウントされず
、通過人数は４名、男性２名、女性２名となる。
【００６１】
　また、携帯端末装置２から趣向情報が取得できた場合は、個人を特定することなく趣向
の種類毎に人数をカウントして記憶装置１３に蓄積すれば、どのような趣向の閲覧者がど
れだけ通過したかをデータ化することができ、広告コンテンツのより効果的な選択に役立
てることができる。
【００６２】
　また、カウントしたデータは、広告主への広告効果の指標として提示できる上、広告効
果に対する料金の算出基準としても利用できる。
【００６３】
　このように、携帯端末装置２に記憶されている氏名やニックネームなどの個人を特定す
る情報を読み出し、この情報を広告コンテンツと同時に表示することで、携帯端末装置２
を持った閲覧者は、個人宛に行われた広告行為であると認識し、閲覧者により強い印象を
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与えることができる。
【００６４】
　また、携帯端末装置２に趣向情報が記憶されている場合、この趣向情報に合致した広告
コンテンツを記憶装置１３から選択して再生することで、閲覧者のニーズと広告主のシー
ズを合わせた広告コンテンツを再生することができる。
【００６５】
　次に、図９は本発明の第２実施形態の情報表示装置１を示す図である。なお、本実施形
態は、上述第１実施形態と略同様に構成されているので、図１を流用して特徴部分のみ説
明する。
【００６６】
　本実施形態では、図９に示すように、情報表示装置１は、閲覧者に対して広告コンテン
ツの表示を行うとともに、閲覧者が携帯端末装置２を保有している場合は、広告コンテン
ツに関する付随情報を携帯端末装置２に書き込むようになっている。
【００６７】
　図１において、制御装置１０は、人感装置１６が閲覧者を検出し、近距離無線通信装置
１９が携帯端末装置２を検出すると、表示している広告コンテンツに関する付随情報、例
えば、住所や連絡先や飲食店であればメニューなどの情報を携帯端末装置２に書き込むよ
うになっている。
【００６８】
　書き込まれた情報は、携帯端末装置２に表示手段が付いていれば、表示手段に表示させ
て利用することができ、表示手段が付いていない携帯端末装置２であれば、パーソナルコ
ンピュータや表示用の端末装置に書き込まれた情報を読み込ませて表示させて利用するこ
とができる。
【００６９】
　また、割引情報や付加サービスを提供する旨の情報を書き込むようにすれば、書き込ま
れた情報を店頭で直ぐに利用することができる。
【００７０】
　このように本実施形態においては、情報表示装置１の近傍を通過する閲覧者が携帯端末
装置２を持っていた場合、携帯端末装置２に広告コンテンツの付随情報を書き込んでいる
ので、閲覧者は書き込まれた付随情報を時間や場所に関わらず見たり利用したりでき、効
果的な情報を提供することができる。
【００７１】
　次に、図１０は本発明の第３実施形態の情報表示装置１を示す図である。なお、本実施
形態は、上述第１実施形態と略同様に構成されているので、図１を流用して特徴部分のみ
説明する。
【００７２】
　本実施形態では、図１０に示すように、情報表示装置１は、閲覧者に対して広告コンテ
ンツの表示を行うとともに、閲覧者が携帯端末装置２を保有している場合は、広告コンテ
ンツを携帯端末装置２に書き込むようになっている。
【００７３】
　図１において、制御装置１０は、人感装置１６が閲覧者を検出し、近距離無線通信装置
１９が携帯端末装置２を検出すると、表示している広告コンテンツと同じコンテンツを携
帯端末装置２に書き込むようになっている。
【００７４】
　書き込まれた広告コンテンツは、携帯端末装置２に表示手段が付いていれば、表示手段
に表示させて利用することができ、表示手段が付いていない携帯端末装置２であれば、パ
ーソナルコンピュータや表示用の端末装置に書き込まれた広告コンテンツを読み込ませて
表示させて利用することができる。
【００７５】
　このように本実施形態においては、情報表示装置１の近傍を通過する閲覧者が携帯端末
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装置２を持っていた場合、携帯端末装置２に広告コンテンツを書き込んでいるので、閲覧
者は書き込まれた広告コンテンツを時間や場所に関わらず見ることができ、効果的な情報
を提供することができる。
【００７６】
　次に、図１１は本発明の第４実施形態の情報表示装置１を示す図である。なお、本実施
形態は、上述第１実施形態と略同様に構成されているので、図１を流用して特徴部分のみ
説明する。
【００７７】
　本実施形態では、図１１に示すように、情報表示装置１は、閲覧者に対して広告コンテ
ンツの表示を行うとともに、閲覧者が携帯端末装置２を保有している場合は、広告コンテ
ンツに携帯端末装置２に記憶されている個人情報の内容を反映させたコンテンツを携帯端
末装置２に書き込むようになっている。
【００７８】
　図１において、制御装置１０は、人感装置１６が閲覧者を検出し、近距離無線通信装置
１９が携帯端末装置２を検出すると、近距離無線通信装置１９により携帯端末装置２に記
憶されている情報を読み出す。
【００７９】
　そして、表示している広告コンテンツに携帯端末装置２に記憶されている個人を特定す
る情報（氏名やニックネームなど）による広告文、例えば、「○○さんに特別情報　いま
なら、５０％ＯＦＦで販売！」（○○の部分に取り出した情報を入れる）などの文字、を
広告コンテンツに入れ込んだコンテンツを携帯端末装置２に書き込むようになっている。
【００８０】
　書き込まれた広告コンテンツは、携帯端末装置２に表示手段が付いていれば、表示手段
に表示させて利用することができ、表示手段が付いていない携帯端末装置２であれば、パ
ーソナルコンピュータや表示用の端末装置に書き込まれた広告コンテンツを読み込ませて
表示させて利用することができる。
【００８１】
　このように本実施形態においては、情報表示装置１の近傍を通過する閲覧者が携帯端末
装置２を持っていた場合、携帯端末装置２に記憶されている個人情報を反映させた広告コ
ンテンツを書き込んでいるので、情報表示装置１が個人情報を保持したり、個人情報のデ
ータベースにアクセスしたりすることなく、個人を特定して広告コンテンツを提供してい
るかのようなサービスを行うことができ、効果的な情報を提供することができる。
【００８２】
　次に、図１２は本発明の第５実施形態の情報表示装置１を示す図である。なお、本実施
形態は、上述第１実施形態と略同様に構成されているので、図１を流用して特徴部分のみ
説明する。
【００８３】
　本実施形態では、図１２に示すように、情報表示装置１は、閲覧者に対して広告コンテ
ンツの表示を行うとともに、閲覧者が携帯端末装置２を保有している場合は、携帯端末装
置２に記憶されている趣向情報の内容に一致する広告コンテンツを携帯端末装置２に書き
込むようになっている。
【００８４】
　図１において、制御装置１０は、人感装置１６が閲覧者を検出し、近距離無線通信装置
１９が携帯端末装置２を検出すると、近距離無線通信装置１９により携帯端末装置２に記
憶されている情報を読み出す。
【００８５】
　そして、読み出した情報の趣向情報を参照し、記憶装置１３に記憶している広告コンテ
ンツから、読み出した趣向情報と一致する趣向情報が関連付けられている広告コンテンツ
を検索し、趣向情報が一致する広告コンテンツが有れば、当該コンテンツを携帯端末装置
２に書き込むようになっている。
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【００８６】
　例えば、図４に示すような趣向情報の場合、図１２に示すように、“車”、“自転車”
、“映画”に関連する広告コンテンツが携帯端末装置２に書き込まれる。
【００８７】
　書き込まれた広告コンテンツは、携帯端末装置２に表示手段が付いていれば、表示手段
に表示させて利用することができ、表示手段が付いていない携帯端末装置２であれば、パ
ーソナルコンピュータや表示用の端末装置に書き込まれた広告コンテンツを読み込ませて
表示させて利用することができる。
【００８８】
　このように本実施形態においては、情報表示装置１の近傍を通過する閲覧者が携帯端末
装置２を持っていた場合、携帯端末装置２に記憶されている趣向情報に関連した広告コン
テンツを書き込んでいるので、情報表示装置１が個人情報を保持したり、個人情報のデー
タベースにアクセスしたりすることなく、個人を特定して広告コンテンツを提供している
かのようなサービスを行うことができ、効果的な情報を提供することができる。
【００８９】
　次に、図１３は本発明の第６実施形態の情報表示装置１を示す図である。なお、本実施
形態は、上述第１実施形態と略同様に構成されているので、図１を流用して特徴部分のみ
説明する。
【００９０】
　本実施形態では、図１３に示すように、情報表示装置１は、閲覧者に対して広告コンテ
ンツの表示を行うとともに、閲覧者が携帯端末装置２を保有している場合は、情報表示装
置１が設置されている施設の緊急時に有益な情報を携帯端末装置２に書き込むようになっ
ている。
【００９１】
　図１において、制御装置１０は、人感装置１６が閲覧者を検出し、近距離無線通信装置
１９が携帯端末装置２を検出すると、情報表示装置１が設置されている施設の緊急時に有
益な情報、例えば、非常口の案内や駅までの道順などの情報を携帯端末装置２に書き込む
ようになっている。
【００９２】
　書き込まれた情報は、携帯端末装置２に表示手段が付いていれば、表示手段に表示させ
て利用することができ、表示手段が付いていない携帯端末装置２であれば、パーソナルコ
ンピュータや表示用の端末装置に書き込まれた情報を読み込ませて表示させて利用するこ
とができる。
【００９３】
　このように本実施形態においては、情報表示装置１の近傍を通過する閲覧者が携帯端末
装置２を持っていた場合、携帯端末装置２が設置されている施設の緊急時に有益な情報を
携帯端末装置２に書き込んでいるので、閲覧者は緊急時にこの情報を利用することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】本発明の第１実施形態における情報表示装置のブロック図
【図２】本発明の第１実施形態における情報表示装置の外観図
【図３】本発明の第１実施形態における情報表示装置の設置例を示す図
【図４】本発明の第１実施形態における情報表示装置と近距離無線通信する携帯端末装置
に記憶されている情報の例を示す図
【図５】本発明の第１実施形態における情報表示装置の個人宛にコンテンツを表示する例
を示す図
【図６】本発明の第１実施形態における情報表示装置の趣向情報に基づいてコンテンツを
表示する例を示す図
【図７】本発明の第１実施形態における情報表示装置の通過人数カウント処理を説明する
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【図８】本発明の第１実施形態における情報表示装置の通過人数カウントの例を示す図
【図９】本発明の第２実施形態における情報表示装置のコンテンツの付随情報を携帯端末
装置に書き込む例を示す図
【図１０】本発明の第３実施形態における情報表示装置のコンテンツを携帯端末装置に書
き込む例を示す図
【図１１】本発明の第４実施形態における情報表示装置の個人宛のコンテンツを携帯端末
装置に書き込む例を示す図
【図１２】本発明の第１実施形態における情報表示装置の趣向情報に基づいて選択された
コンテンツを携帯端末装置に書き込む例を示す図
【図１３】本発明の第１実施形態における情報表示装置の情報表示装置が設置されている
施設の緊急時の情報を携帯端末装置に書き込む例を示す図
【符号の説明】
【００９５】
　１　情報表示装置
　１ａ　本体
　１０　制御装置
　１１　無線装置
　１２　アンテナ
　１３　記憶装置
　１４　コンテンツ再生装置
　１５　表示装置
　１６　人感装置
　１６ａ、１６ｂ　赤外線センサ
　１７　外部記憶装置
　１８　撮像装置
　１９　近距離無線通信装置
　２０　近距離無線アンテナ
　２１　内部バス
　２　携帯端末装置
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